
特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保等に
関する法律※の一部を改正する法律案の概要 

平成 18年３月
環 境 省

 
業務用冷凍空調機器（エアコン、冷蔵・冷凍機
器）中の冷媒フロン類の回収・破壊の実施確保

目

的

改
正
の
必
要
性

○回収率の状況 
平成 14年度から法施行。冷媒フロン類の回収率は 3割程度で推移。 

 

○京都議定書目標達成計画（平成 17年 4月閣議決定）

フロン類は強力な温室効果ガスであり、回収率向上は 6％削減を達成するうえ

で費用対効果が高く有効な手段 

○行程管理制度の導入 
フロン類の引渡しを書面で捕捉し管理する制度を導入 

○都道府県知事に廃棄者等に対する指導等の権限を付与 
○整備時のフロン回収義務の明確化 

改
善
措
置
の
内
容

オゾン層保護 

地球温暖化防止 

フロン類の大気中への放出抑制 

行程管理制度の概要

書面の受渡し

※本法律は環境省と経済産業省の共管法である。
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①委託確認書 ②委託確認書

③引取証明書

都道府県知事による指導等


